
２０１１年７月１０日 主日礼拝    
 

司  会             ①二見兄                                         ②野口兄                    ③大川牧師     

奏  楽  

祈  祷                  ①倉知兄                                        ②川田兄          

 

賛  美   聖歌４２６番   （主がここにおられます）  

使徒信条 

   聖  書                  ① マルコによる福音書４章２６～３２節 

                                                                                                                                                                                                                                             ②      ヨハネによる福音書２１章１５～１７節 

      ③ テモテへの第一の手紙２章１～４節 

 

音  楽                   キム・ヨンミ女史（ハイドン作曲天地創造・V） 

    証  詞                     ①沼田允利兄  ②波木井愛姫子姉        ③瀧山有起姉  

 

メッセージ          ①       「神の国の種あかし」                    森屋幹伝道師 

                                                                                                                                                                                                                                                   ②                                                     「愛されて、愛する。」                   菅原岳伝道師 

                                                    ③     「すべての人」                                                                                                                      坪井永城副牧師 

 

賛  美   聖歌３９９番 （献金） 

主の祈り 

祝  祷                    ③ ICA スペシャル賛美 
                                                                                                                                              

【大和ニュース】  

・ 本日、入門講座Ⅱ、SS 主任会、GM 会、YY タイム（１２時半・森）、J.PLUS あり。 

・ 本日２時から、三浦綾子作『氷点』の映画観賞会。無料。当チャペルにて。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！説教は大川牧師。『静かなるテロリスト・鬱に勝つ』 

・ 福音礼拝は、火曜昼２時半～３時半。説教は大塚伝道師。シャローム館にて。 

・ 準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半。説教は佐々木補教師。 

・ 週末礼拝は、土曜夜６時～６時５９分。説教は菅原伝道師。 

* 「土曜スクール」は子どもの特別集会です。土曜朝９時半。森チャペルにて。 

* 「東日本大震災復興支援祈祷会」は、明晩７時。淀橋教会。講師は嶺岸先生。 

* 早天祈祷会は、ネットでも配信されていて大好評です。「リビングライフ」使用中。 

* 今年も半年守られたことを感謝し、「上半期感謝献金」を捧げましょう。袋は受付。 
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て
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一
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モ
テ
二
の
四
） 

 
石の枕  

 
 「粗にして野だが卑ではない」は、元国鉄総裁、石田礼助氏の言葉である。 
（以前読んだ評伝が面白かったのは、何十年も前のこと）「粗」はあらく、こま 
やかでないこと、「野」は単純で洗練されていないこと、「卑」は言うまでもない。
小欄流（編集手帳）のおおざっぱな解釈をするならば、「粗」と「野」は品行の 
問題であり、「卑」は品性の問題になろう。 
 主人公が奉公人をいびるように、あるいは古参兵が新兵をいじめるように、 
被災県の知事に向けて連発したその人の放言には「卑」の臭気が充満して 
いて、映像を見るたびに胸が悪くなる。相手が誰でも、こういう言葉遣いを 
する大人になってはいけませんよ…という教訓を世の子供たちに残し、松本 
龍復興相が就任から９日目で引責辞任した。（歴史に残る？ので、新聞から 
引用した） 
 
 長い間若い献身者に、神学校で教えてきた内容のひとつは「言葉」の問題で 
ある。パウロも若いテモテに「あなたは、年が若いために人に軽んじられては 
ならない。むしろ、言葉にも、行状にも、愛にも、信仰にも、純潔にも、信者 
の模範になりなさい」（Ⅰテモテ４の１２）といっているが、最初に「言葉」が 
きていることは意味深い。英訳では「会話」とあるから、話しことばを大切に 
することも心しないといけないが、口から発することばが人間の脳を支配する 
ことも超重要である。サタンが嫌うほどの信仰の言葉、積極的、肯定的な言葉 
を使うことを習慣づけたい。口から出るグチ、ヒハン、裁きの言葉は、自分も 
他者も傷つけ、けして主を喜ばせることにはならない。これも要注意である。 
 
 先週は皆様のお祈りに支えられて「東日本の被災地」を訪れ、義援金をお届 
けし、牧師ご夫妻を励まし、真剣に祈って来た。それぞれは闘いの最中なのに、 
不平不満などひとつも聞かず、明るく、すてきな笑顔で応援して下さり、すで 
に信仰の勝利を得ていると思った。試練を通過した者の輝きを見た思いだった。 
 
  仙台の「シーサイドチャペル」は、「震災ど・チャペル」だと言っていた 
  大津波で、すべてを失ったが、流されないものがあった 
  高く掲げられた十字架がまぶしかった     （大川牧師の賛仰詩） 
 

 

宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：使徒１６章～１９章  B コース：詩篇１篇～２１篇 


